
～夏の思い出～～夏の思い出～
　８月16日、恒例の「ふるさと盆踊り花火大会」　８月16日、恒例の「ふるさと盆踊り花火大会」

が行われました。特に仮装盆踊りのコンテストが行われました。特に仮装盆踊りのコンテスト

では、ユニークな仮装が会場を沸かせました。では、ユニークな仮装が会場を沸かせました。
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●保険料のお支払い方法を「口座振替」に変更できます。
　口座振替への変更をご希望される方は、住民課後期高齢者医療制度担当窓口へお申し出ください。

※ご注意いただきたいこと
①口座振替へ変更しても、年間の保険料は変わりません。
②既に年金からのお支払いから口座振替への変更手続きをされている方は、
　改めてお申し出いただく必要はありません。
③国民健康保険料（税）を口座振替によるお支払いをされていた方も、後期高齢者医療制度へ加入された場合は、お手数ですが、
　再度口座振替の手続きが必要となります。
④年金からのお支払いなどから口座振替に変更となる時期はお申し出の時期により異なります。
⑤保険料の支払い額は、所得税や個人住民税の社会保険料控除の対象となります。なお、加入者本人以外の口座からお支払い
　の場合は、支払われた方の社会保険料控除の対象となります。
⑥年金からのお支払いなどから口座振替への変更を希望されない方は、お手続きの必要はありません。

●「医療費通知」について
　北海道後期高齢者医療広域連合では、加入者（被保険者）の皆様に健康や医療に対する理解を深めていただくとともに、制度
の健全な運営を図るために、医療費通知を行っています。
　今年度につきましては、２回の発送を予定していますが、９月末に平成21年１月から６月診療分の医療費通知を北海道後期高
齢者医療広域連合より送付します。
　なお、医療費通知は、請求書ではなく、医療機関等からの診療報酬明細書に基づき「医療費の総額」を記載しており、記載さ
れている月に病院や薬局（等）にかかられた一覧ですので、受け取られたことにより、申請等の手続きをされる必要はありません。
また、本通知によりまして、受診を制限するものではありません。
　医療機関等の請求の遅れ等のため、医療費通知に記載されないことがありますが、ご不明な点がございましたら、北海道後期
高齢者医療広域連合または住民課後期高齢者医療制度担当窓口へお問い合わせください。

75歳以上の方と65歳～74歳で一定の障がいのある方が対象です

　平成20年度の保険料のお支払いが、保険料軽減措置（均等割8.5割軽減、所得割5割軽減）により平成20年８月
の年金からのお支払いをもって、年間保険料のお支払いが終わっていた方が、今年度の保険料を年金からのお支払
いとされている場合は、８月までは納入通知書又は口座振替によるお支払いとなり、10月からは年金からのお支
払いへと年度途中で変わりますので、ご注意ください。（手続きにより口座振替に変更することができます。）
　今年度の保険料のお支払い方法につきましては、すでにお送りしています平成21年度後期高齢者医療保険料納
入通知書等によりご確認ください。

例）平成20年８月の年金からのお支払いで、平成20年度保険料のお支払いが終わっている方

●お申し出の際に必要なもの

「本人の保険証」
「口座振替の預金通帳とお届け印」

後期高齢者医療制度からのお知らせ
昨年 10 月以降、年金からの保険料のお支払いがなかった方は、

今年度の保険料のお支払い方法が年度途中で変わります。

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合　　☎ 011－290－5601

鶴居村役場住民課国民健康保険係　☎ 64－2113

■平成20年度

【平成 20 年度　当初　保険料納期別内訳】 （単位：円）

保険料軽減区分 ４ 月 ６ 月 ８ 月 10 月 12 月 ２ 月 20 年度保険料

均等割７割軽減 1,900 1,900 1,900 2,100 1,900 1,900 11,600
年金からのお支払い

【平成 20 年度　変更後　保険料納期別内訳】 （単位：円）

保険料軽減区分 ４ 月 ６ 月 ８ 月 10 月 12 月 ２ 月 20 年度保険料

均等割8.5割軽減 1,900 1,900 1,900 0 0 0 5,700

年金からのお支払い
軽減措置の変更により８月の年金でお支
払いが終わりました。

７割軽減が

8.5 割軽減へ

■平成21年度

【平成 21 年度　当初　保険料納期別内訳】 （単位：円）

保険料軽減区分 ６ 月 ８ 月 10 月 12 月 ２ 月 21 年度保険料

均等割8.5割軽減 2,000 1,000 900 900 900 5,700
８月分までは、納入通知書又は口
座振替によりお支払いください。

10 月以降は、年金からのお支払いとなります。（口座振替
に変更されている方は除きます。）

平成 20 年度の年度途中における保険料軽減措置の変更により、８月の年金からの
お支払いで平成 20 年度保険料のお支払いが終わることとなりました。

平成 20 年度の途中で保険料額が 11,600 円から 5,700 円に変わりました。

保険料は、後期高齢者医療制度を支える大切な財源です。納期限内のお支払いへのご協力をよろしくお願いします。

・平成 21 年度の医療費通知の発送予定

診　療　月 平成21年１月～平成21年６月 平成21年７月～平成21年12月

医療費通知を発送する時期 平成21年９月末 平成22年３月末

※医療費通知は領収書ではあり
ませんので、確定申告時の医
療費控除証明書としては、使
用できません。

平成 21 年９月号　４
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７
／
31

８
／
５

７
泊
８
日
の
長
期
キ
ャ
ン
プ
が
鶴
居
村
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

釧
路
管
内
広
域
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業

８
／
４

　

釧
路
管
内
の
市
町
村
か
ら
、
58
名
の
子
ど
も
た

ち
が
参
加
し
、
７
泊
８
日
の
長
期
に
わ
た
る
キ
ャ

ン
プ
事
業
が
鶴
居
村
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

初
日
と
な
っ
た
８
月
４
日
は
、
釧
路
市
役
所
前

で
出
発
式
を
行
い
、
本
村
の
旧
茂
雪
裡
小
学
校
へ

向
か
い
ま
し
た
。

　

旧
茂
雪
裡
小
学
校
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
に
テ
ン

ト
の
設
営
を
行
い
ま
し
た
が
、
初
め
て
設
営
す

る
子
ど
も
た
ち
も
多
く
、
悪
戦
苦
闘
の
様
子
で

し
た
。

　

翌
日
は
、
茂
雪
裡
か
ら
ア
シ
ベ
ツ
線
林
道
を
経

由
し
、
村
民
の
森
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
暑
い
鶴
居
の
夏
を
満
喫
し
な

が
ら
、
元
気
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
下
幌
呂
の
道
道
53
号
線
沿
い
（
幌

呂
川
周
辺
）
で
行
わ
れ
て
い
る
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
現
場
か
ら
、
貴
重
な
遺
構
や
出
土
品

が
発
見
さ
れ
、
村
関
係
者
に
よ
る
視
察
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
財
団
法
人
北
海
道
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
、
出
土
品
や
発
掘
作

業
の
状
況
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
が
、
四
千

年
か
ら
二
千
五
百
年
ほ
ど
前
の
住
居
跡
が

は
っ
き
り
と
残
っ
て
い
る
様
子
や
脚
を
折
り

曲
げ
て
埋
葬
（
屈
葬
）
さ
れ
た
人
骨
な
ど
、

長
い
時
を
超
え
、
太
古
の
昔
が
突
然
目
の
前

に
現
れ
た
よ
う
で
し
た
。

縄
文
時
代
以
降
の
貴
重
な
品
々
を
多
数
発
掘

　

順
調
な
下
幌
呂
１
遺
跡
の
発
掘
作
業

歌
や
ゲ
ー
ム
、
ビ
ン
ゴ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た

　

恒
例
の
「
つ
る
い
納
涼
ま
つ
り
」

　

総
合
セ
ン
タ
ー
前
庭
を
会
場
に
、
恒
例
の

「
つ
る
い
納
涼
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
に
よ
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
ビ
ー
ル
早

飲
み
競
争
、
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
や
歌
謡

シ
ョ
ー
な
ど
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、

来
場
者
た
ち
は
鶴
居
村
の
夏
を
満
喫
し
て
い

ま
し
た
。

　

ビ
ー
ル
の
早
飲
み
競
争
や
ア
ー
ム
レ
ス
リ

ン
グ
で
は
、
「
酒
豪
」
や
「
力
自
慢
」
が
集

結
し
、
日
ご
ろ
の
実
力
を
十
分
発
揮
し
て
、

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
後
に
は
、
豪
華
景
品
が
当
た
る

ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
ビ
ン
ゴ

の
番
号
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
様
子
で
し
た
。

力を合わせてテントを組み立てる子どもたち

村内外から多くの方が来場し、会場は
熱気を帯びていました

ス
ト
ロ
ー
を
使
っ
た
ビ
ー
ル
の
早

飲
み
競
争
。
苦
労
し
て
い
ま
す

力自慢の登場です！勝敗は如何に

形
が
珍
し
い
貴
重

な
出
土
品
「
四
脚

付
浅
鉢
」

太
古
の
ロ
マ
ン
を

感
じ
さ
せ
る
「
漆

塗
り
の
櫛
」



　

忠
魂
碑
前
に
お
い
て
今
年
度
の
「
鶴
居
村
戦
没
者

追
悼
式
」
が
執
り
行
わ
れ
、
遺
族
の
方
々
や
関
係
者

な
ど
、
約
30
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
歴
史
上
、
最
大
の
犠
牲
者
を
出
し
た
太
平

洋
戦
争
の
終
戦
か
ら
64
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
忠

魂
碑
に
は
戦
没
さ
れ
た
83
名
の
方
々
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
日
野
浦
村
長
の
式
辞
に
続
き
、
松
井
村

議
会
議
長
や
北
海
道
知
事
、
北
海
道
連
合
遺
族
会
長

か
ら
追
悼
の
辞
が
述
べ
ら
れ
、
ご
遺
族
、
関
係
者
に

よ
る
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
者
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
追
悼
と
と

も
に
、
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

８
／
７

動
物
た
ち
が
大
集
合

　

「
わ
く
わ
く
！
ア
ニ
マ
ル
大
集
合
！
」
が
開
催

８
／
９
た
く
さ
ん
捕
獲
し
ま
し
た

　

温
根
内
で
「
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
」
捕
獲
作
戦
を
実
施

　

８
月
に
入
り
、
よ
う
や
く
夏
ら
し
い
暑
さ
と
な
っ
た

中
、
鶴
居
運
動
広
場
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
来
場
者
に
よ
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
わ
く
わ
く
！
ア
ニ
マ
ル
大
集
合
！
」
と
銘

打
ち
、
鶴
居
村
あ
ぐ
り
ね
っ
と
わ
ー
く
の
会
員
が
飼
っ

て
い
る
各
種
動
物
が
登
場
し
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
ロ
バ
の
親
子
も
登
場
し
、
来
場
者
に
子

ど
も
の
ロ
バ
の
名
前
を
付
け
て
も
ら
お
う
と
専
用
の
ブ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
名
前
の
候
補
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
０
０
ｍ
延
長
さ
れ
た
ゴ
ー
カ
ー
ト
コ
ー
ス

で
は
、
親
子
連
れ
な
ど
が
森
の
中
で
心
地
よ
い
運
転
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

８
／
８

多
く
の
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼

　

鶴
居
村
戦
没
者
追
悼
式

　

温
根
内
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
「
ザ
リ

ガ
ニ
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら

30
名
以
上
の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
釧
路
湿
原
に
延
び
る
堤
防
道
路
の
北
側

を
流
れ
る
温
根
内
川
で
の
ザ
リ
ガ
ニ
捕
獲
と
な
り
ま

し
た
が
、
ス
ル
メ
を
餌
に
参
加
者
た
ち
は
次
々
と
ウ

チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
を
釣
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
１
９
３
０
年
（
昭
和
５
年
）

に
ア
メ
リ
カ
か
ら
摩
周
湖
に
移
入
さ
れ
、
以
降
そ
の

生
息
域
を
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、
近
年
に
な
っ
て
在

来
種
で
あ
る
ニ
ホ
ン
ザ
リ
ガ
ニ
に
対
す
る
捕
食
な
ど
、

生
態
系
に
及
ぼ
す
危
険
性
か
ら
、
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
終
的
に
、
63
匹
の
ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
が
捕
獲
さ

れ
、
参
加
者
た
ち
も
満
足
げ
で
し
た
。

仮
装
盆
踊
り
や
打
ち
上
げ
花
火
…
鶴
居
の
夏
の
思
い
出

　

鶴
居
村
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
花
火
大
会

８
／
16

　

毎
年
恒
例
の
鶴
居
村
ふ
る
さ
と
盆
踊
り
花
火
大
会
が
開

催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
仮
装
盆
踊
り
や
空
を
輝
か
せ
た
打
ち
上
げ
花
火
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

仮
装
盆
踊
り
に
は
、団
体
の
部
に
８
団
体
、一
般
の
部
に

７
名
、子
ど
も
の
部
に
23
名
の
参
加
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
工

夫
を
凝
ら
し
た
衣
装
を
ま
と
い
な
が
ら
、
来
場
者
の
目
を

楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

各
部
の
優
勝
者
は
、
団
体
の
部
が
幌
呂
中
学
校
の
チ
ー

ム
幌
中（
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
ワ
ー
ル
ド
）が
見
事
２
連
覇
を

達
成
、一
般
の
部
が
中
幌
呂
の
阿
部
時
子
さ
ん（
つ
る
を
守

る
団
十
郎
）、
子
供
の
部
が
支
幌
呂
の
安
藤
理
子
さ
ん
（
矢

島
美
容
室
）で
し
た
。

ご遺族の方々と関
係者による献花

日野浦村長の式辞
わくわく館での牛
乳無料配布（試飲）
コーナー

会場に登場し、多くの
来場者を楽しませたロ
バの親子

捕獲されたウチダザリガニ

釣
れ
ま
し
た
！

平成21年９月号　６

団体の部で２連覇を達成したチーム幌中
の皆さん（スタジオジブリワールド）



役場代表（総務課）
TEL ６４－２１１１
FAX ６４－２５７７
振興課・・・64-2112
住民課・・・64-2113
産業課・・・64-2114
建設課・・・64-2115
議会事務局・64-2116
農業委員会・64-2114
鶴居診療所・64-2122
教育委員会・64-2050
       (FAX 64-2900)

９月の行事予定
 1日（火）
　　鶴居老人クラブ健康相談
　　　　   9：15～　鶴居老人寿の家
　　幌呂老人クラブ健康相談
　　　　   9：15～　幌呂老人寿の家
　　上幌呂老人クラブ健康相談
　　　　10：00～　上幌呂コミセン
 2日（水）
　　高齢者かんたん料理教室
　　　　10：00～　総合センター
 4日（金）
　　特設人権相談所
　　　　13：00～　役場２階会議室
 5日（土）
　　タンチョウカップ少年サッカー大会
　　　　  8：30～　多目的運動広場
　　鶴居保育園運動会
　　　　  9：30～　鶴居保育園
 6日（日）
　　鶴居消防秋季消防演習
　　　　10：00～　村民広場（屋外ステージ前）
 8日（火）
　　子育て支援事業「あそびのひろば」
　　　　10：30～　ふるさと情報館
 9日（水）
　　１歳６ヶ月、３歳児健診
　　　　13：00～　総合センター
13日（日）
　　鶴居村駅伝競走
　　　　10：00～　野球場（スタート）
14日（月）
　　釧路広域市町村圏事務組合「人形劇」
　　　　10：00～　鶴居保育園
16日（水）
　　ＢＣＧ、３種混合、麻しん・風しん、２種
　　混合予防接種
　　　　15：00～　鶴居診療所
　　寿大学室内スポーツ大会
　　　       9：30～　ファミリースポーツセンター
17日（木）
　　『おひさま』（親の会）
　　　　10：00～　役場２階和室
18日（金）
　　ヘルスコンダクター育成講座
　　　　10：00～　役場２階和室
19日（土）～23日（水）
　　鶴居運動広場イベント
　　　　10：00～　鶴居運動広場
23日（水）
　　鶴居村ふるさとまつり
　　　　10：00～　茂雪裡川河畔特設会場
25日（金）
　　鶴居村敬老会
　　　　11：00～　総合センター
30日（水）
　　ヘルスコンダクター育成講座
　　　　10：00～　総合センター

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
ヒ
ブ
）

ワ
ク
チ
ン
（
任
意
接
種
※
）
の
一
部

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

村
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型

（
ヒ
ブ
）
に
よ
る
乳
幼
児
の
髄
膜
炎
等
を

予
防
す
る
た
め
に
、
今
年
度
か
ら
ヒ
ブ
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

１　

助
成
対
象
者　

生
後
２
ヶ
月
～
３
歳

未
満
の
乳
幼
児

２　

接
種
回
数　

　

・
接
種
開
始
月
齢
２
ヶ
月
以
上
７
ヶ
月

未
満
（
初
回
免
疫
３
回
＋
追
加
免
疫
（
１

年
後
）
１
回
…
計
４
回　

　

・
接
種
開
始
月
齢
７
ヶ
月
以
上
12
ヶ
月

未
満
（
初
回
免
疫
２
回
＋
追
加
免
疫
（
１

年
後
）
１
回
…
計
３
回

　

・
接
種
開
始
年
齢
１
歳
以
上
５
歳
未
満

（
１
回
免
疫
）

３　

助
成
額　

１
回　

３
，
０
０
０
円

長
寿
功
労
金
及
び
敬
老
年
金
の
支
給

に
つ
い
て

　

本
年
度
か
ら
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
村

他を寄せ付けず圧倒的な
速さで優勝した志村さん
（前列中央）

７　平成 21 年９月号

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
健
康
推
進
係

　

☎
64
―

２
１
１
３　

　

※
任
意
の
予
防
接
種
で
す
。
接
種
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、
小
児
科
医
師
等
と
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
医
療
機
関
に
よ
り

接
種
料
金
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
村
立
診
療
所
に
お
い
て
も
接
種

可
能
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
に
制

限
が
あ
る
こ
と
や
、
納
品
ま
で
に
日
数
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
予
約
多
数
の
場
合
な

ど
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

接
種
の
予
約
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は
、

村
立
診
療
所
（
☎
64
―

２
１
２
２
）
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

に
つ
き
ま
し
て
は
、
10
月
１
日
か
ら
７
日

ま
で
役
場
職
員
が
各
ご
家
庭
を
訪
問
し
、

直
接
お
渡
し
し
ま
す
が
、
そ
の
間
ご
不
在

の
方
に
つ
い
て
は
、
10
月
８
日
以
降
、
役

場
住
民
課
窓
口
に
て
受
領
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

☎
64
―

２
１
１
３

　

こ
の
ほ
ど
釧
路

市
で
開
催
さ
れ
た

釧
路
湿
原
マ
ラ
ソ

ン
の
３
㎞
の
部
（
高
校
生
以
上
の
部
）
で
、

志
村
剛
さ
ん
（
役
場
住
民
課
福
祉
係
）
が

９
分
32
秒
で
高
校
生
や
大
学
生
ら
他
の
選

手
を
寄
せ
付
け
ず
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

毎
年
、
駅
伝
競
走
の
快
走
が
有
名
な
志

村
さ
ん
で
す
が
、
昨
年
は
３
位
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
見
事
雪
辱
を
果
た
し
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
し
た

ち
ょ
っ
と
し
た

役
場
の
話
題

役
場
の
話
題

民
に
対
し
て
、
そ
の
長
寿
を
祝
す
る
と
と

も
に
、
多
年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
併
せ
て

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
長
寿
功
労
金
（
５
，

０
０
０
円
）
を
支
給
致
し
ま
す
。

　

要
件
は
、
本
村
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
、
且
つ
６
ヶ
月
以
上
居
住
し
、
当

該
年
度
の
９
月
１
日
に
お
い
て
65
歳
以
上

の
方
に
支
給
致
し
ま
す
。

　

支
給
方
法
は
、
70
歳
以
上
に
支
給
さ
れ

る
敬
老
年
金
（
１
５
，
０
０
０
円
）
と
同

じ
方
法
で
す
が
、
敬
老
会
（
今
年
度
は
９

月
25
日
）
に
出
席
さ
れ
る
方
は
、
会
場
で

支
給
致
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
し
受

領
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
敬
老
会
に
出
席
さ
れ
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
９
月
28
日
か
ら
９
月
30
日
ま

で
に
、
印
鑑
と
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
持
参
の
上
、
役

場
住
民
課
窓
口
に
て
受
領
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
役
場
窓
口
に
来
庁
出
来
な
い
方



警
察
相
談
の
日
に
つ
い
て

　

９
月
11
日
は
、「
警
察
相
談
の

日
」
で
す
。

　

警
察
で
は
、
身
の
回
り
に
お
け

る
不
安
な
出
来
事
な
ど
、
生
活
の

安
全
に
関
す
る
幅
広
い
相
談
を
随

全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
が

い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」強
化
週
間
に
つ
い
て

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
に
対
す
る

虐
待
な
ど
の
人
権
侵
害
行
為
に
つ

い
て
は
、事
柄
の
性
質
上
、周
囲
の

目
に
付
き
に
く
い
と
こ
ろ
で
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
被
害

者
で
あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
自

身
も
、
そ
の
被
害
を
外
部
に
訴
え

る
だ
け
の
力
が
出
せ
ず
、
重
大
な

結
果
に
至
っ
て
か
ら
発
覚
す
る
と

い
う
例
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

法
務
省
で
は
、
９
月
６
日
か
ら

９
月
12
日
ま
で
を
全
国
一
斉
「
高

齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん
し

ん
相
談
」強
化
週
間
と
し
て
、次
の

と
お
り
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

⑴　

期
間

　

９
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で

⑵　

時
間

　

９
月
６
日
・
12
日
は
午
前
10
時

　

か
ら
午
後
５
時

　

９
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
は
午

　

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

【
ご
相
談
先
・
電
話
番
号
】

　

釧
路
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
31
―

５
０
１
４
（
直
通
）

老
齢
福
祉
年
金
に
つ
い
て

　

老
齢
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金

制
度
が
発
足
し
た
当
時
（
昭
和
36

年
４
月
）、す
で
に
ご
高
齢
で
あ
っ

た
た
め
に
、
老
齢
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な

い
方
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る
年
金

で
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
大
正
５
年

４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

で
、
次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑴　

生
年
月
日
が
明
治
44
年
４
月

１
日
以
前
の
方

⑵　

生
年
月
日
が
明
治
44
年
４
月

２
日
か
ら
大
正
５
年
４
月
１
日
ま

で
の
方
で
、
保
険
料
納
付
済
期
間

が
１
年
未
満
で
あ
り
、
保
険
料
納

付
済
期
間
と
保
険
料
免
除
期
間
を

合
算
し
た
期
間
が
生
年
月
日
に
応

じ
て
次
の
期
間
を
超
え
て
い
る
方

明
治
45
年
４
月
１
日
以
前　

４
年

明
治
45
年
４
月
２
日
か
ら
大
正
２

年
４
月
１
日
ま
で　

５
年

大
正
２
年
４
月
２
日
か
ら
大
正
３

年
４
月
１
日
ま
で　

６
年

大
正
３
年
４
月
２
日
か
ら
大
正
５

年
４
月
１
日
ま
で　

７
年

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
５
７
０
―

05
―

１
１
６
５

国
民
年
金
基
金
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の

方
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
な
ど
、

国
民
年
金
の
１
号
被
保
険
者
で
保

険
料
を
納
め
て
い
る
60
歳
未
満
の

方
が
加
入
で
き
る
国
民
年
金
の
上

乗
せ
年
金
と
し
て
創
設
さ
れ
た
公

的
な
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
基
金
に
加
入
出
来
る

方
は
、
次
の
い
ず
れ
の
条
件
も
満

た
し
て
い
る
方
で
す
。

⑴　

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
の
方

⑵　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て

い
る
方
（
農
業
者
年
金
加
入
者
を

除
く
）

⑶　

道
内
に
住
民
票
の
あ
る
方

　

国
民
年
金
基
金
に
は
、
こ
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

⑴　

掛
金
は
、
全
額
社
会
保
険
料

控
除
と
な
り
、
税
金
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

⑵　

加
入
し
た
と
き
の
掛
金
や
受

取
る
年
金
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の

で
、
自
分
に
合
わ
せ
た
年
金
設
計

が
で
き
ま
す
。

⑶　

保
証
付
に
加
入
し
た
方
が
保

証
期
間
内
に
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
、
遺
族
の
方
に
一
時
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０
―

65
―

４
１
９
２

平
成
22
年
度
学
生
募
集
に

つ
い
て

　

北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門

学
院
で
は
、
平
成
22
年
度
の
学
生

防
衛
医
科
大
学
生
・
防
衛

大
学
生
・
看
護
学
生
の
募

集
に
つ
い
て

　

防
衛
省
で
は
、
９
月
７
日
か
ら

平成21年９月号　８

10
月
２
日
ま
で
、
平
成
22
年
４
月

採
用
の
「
自
衛
隊
各
種
学
生
」
の

募
集
を
行
い
ま
す
。

　

募
集
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

⑴　

防
衛
医
科
大
学

　

・
資
格

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

　

・
試
験
日

　

10
月
31
日
・
11
月
１
日

⑵　

防
衛
大
学

　

・
資
格

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

　

・
試
験
日

　

11
月
７
日
・
８
日

⑶　

看
護
学
生

　

・
資
格

　

高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満

　

・
試
験
日

　

10
月
24
日

　

試
験
会
場
は
防
衛
医
科
大
学
及

び
防
衛
大
学
が
帯
広
地
方
協
力
本

部
釧
路
出
張
所
会
議
室
、
看
護
学

生
が
自
衛
隊
釧
路
駐
屯
地
と
な
り

ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部

　

釧
路
出
張
所

　

☎
22
―

１
０
５
３

募
集
を
次
の
通
り
行
い
ま
す
。

⑴　

募
集
科
目

　

電
気
工
学
科
、
建
築
技
術
科
、

　

自
動
車
整
備
科

⑵　

訓
練
期
間

　

各
科
と
も
に
２
年

⑶　

定
員

　

各
科
と
も
に
20
名
（
内
10
名
は

　

推
薦
入
学
定
数
）

⑷　

願
書
受
付

　

・
推
薦

　

10
月
１
日
か
ら
10
月
20
日

　

・
一
般

　

11
月
２
日
か
ら
11
月
20
日

⑸　

選
考
日

　

・
推
薦　

11
月
２
日

　

・
一
般　

12
月
７
日

⑹　

応
募
資
格

　

推
薦
・
一
般
入
学
希
望
者
は
平

成
22
年
３
月
に
高
等
学
校
卒
業
見

込
み
の
方
等
で
す
。（
一
般
入
学

希
望
者
は
過
年
度
卒
業
者
ま
た
は

離
転
職
者
も
含
み
ま
す
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門

　

学
院

　

☎
57
―

８
０
１
１



休
日
公
証
相
談
の
実
施
に

つ
い
て

　

釧
路
公
証
人
役
場
で
は
、
次
の

と
お
り
面
談
又
は
電
話
に
よ
る

「
休
日
公
証
相
談
」
を
実
施
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
９
月
13
日
（
日
）
13
時

～
17
時

【
場
所
】
釧
路
公
証
人
役
場　

釧

路
市
末
広
町
７
丁
目
２
番
地　

金

森
ビ
ル
１
階

【
相
談
内
容
】
遺
言
・
相
続
、
慰

謝
料
・
財
産
分
与
等

【
相
談
方
法
】
面
談
又
は
電
話

※
相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

【
申
込
方
法
】
面
談
に
よ
る
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
相
談
日
の

前
々
日
（
９
月
11
日
（
金
））
ま

で
に
、
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。（
☎
25
―

１
３
６
５
）

「
馬
の
写
真
」
コ
ン
テ
ス
ト

の
応
募
作
品
募
集
中
で
す

　

釧
路
農
業
協
同
組
合
連
合
会
で

は
、「
馬
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

放
牧
風
景
や
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
、
人
と
ふ
れ
あ
う
馬
や
ば
ん

馬
な
ど
、
多
く
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

⑴　

テ
ー
マ
「
釧
路
の
馬
」

⑵　

応
募
期
間

　
　

平
成
22
年
１
月
29
日
ま
で　

　
　

（
当
日
の
消
印
有
効
）

⑶　

応
募
作
品
の
規
定

 
 

・
白
黒
又
は
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

　
　

で
キ
ャ
ビ
ネ
～
四
切
、
単
写

　
　

真

 
 

・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮

　
　

影
も
可
と
す
る
が
、
撮
影
画

　
　

像
の
加
工
、
合
成
等
の
修
正

　
　

し
た
作
品
は
不
可

　

・
応
募
点
数
は
１
人
５
点
ま
で

　
　

と
し
、
１
年
以
内
に
釧
路
支

　
　

庁
管
内
で
撮
影
し
た
未
発
表

　
　

の
も
の
に
限
る

　

・
応
募
作
品
に
は
、
裏
面
に
タ

　
　

イ
ト
ル
、
氏
名
、
年
齢
、
性

　
　

別
、
連
絡
先
、
職
業
、
撮
影

　
　

場
所
、
撮
影
時
期
等
を
明
記

　
　

し
た
応
募
用
紙
を
添
付

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　

☎
23
―

１
１
３
１

９９　平成 21 年９月号　平成 21 年９月号

時
お
受
け
し
て
い
ま
す
。（
事
件

事
故
緊
急
通
報
は
１
１
０
番
へ
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
警
察
署
警
務
課

　

☎
23
―

０
１
１
０
（
内
線
番
号

　

２
１
７
）

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
の
推
進
に
つ
い
て

　

９
月
21
日
か
ら
30
日
ま
で
の
10

日
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
交
通
安

全
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

当
運
動
で
は
、
本
格
的
な
高
齢

社
会
へ
の
移
行
に
伴
う
高
齢
者
の

交
通
事
故
情
勢
を
的
確
に
対
処
す

る
た
め
、「
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
」
を
運
動
の
基
本
と
す
る
ほ

か
、次
の
重
点
を
定
め
て
い
ま
す
。

⑴　

全
国
重
点

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行

中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

⑵　

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す

日
は
９
月
30
日
と
す
る

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
運

転
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

防
災
週
間
に
つ
い
て

　

我
が
国
は
、そ
の
位
置
や
地
形
、

気
象
な
ど
の
条
件
か
ら
、
台
風
、

豪
雨
、
豪
雪
、
洪
水
、
土
砂
災
害
、

地
震
、
津
波
、
火
山
噴
火
な
ど
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
や
す
い
国
土

で
す
。

　

本
年
も
、
７
月
の
中
国
・
九
州

北
部
の
豪
雨
や
８
月
の
岡
山
・
兵

庫
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
で
多
く
の

尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
災
害
に
対
す
る

未
然
の
防
止
と
被
害
の
軽
減
を
図

る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
か

ら
得
た
教
訓
を
的
確
に
活
か
し
、

平
素
よ
り
災
害
時
に
お
け
る
被
害

軽
減
に
対
す
る
備
え
を
充
実
強
化

す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
迅
速

か
つ
適
切
な
防
災
活
動
を
繰
り
広

げ
、
被
災
後
の
円
滑
な
復
旧
・
復
興

を
可
能
と
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

そ
の
主
旨
か
ら
、
国
で
は
日
ご

ろ
か
ら
の
具
体
的
な「
備
え
」を
実

践
す
る
国
民
運
動
の
裾
野
を
拡
大

し
、
社
会
全
体
に
お
け
る
防
災
力

を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
８
月
30
日

か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
期
間
を「
防

災
週
間
」と
し
ま
す
の
で
、防
災
意

識
の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

内
閣
府
政
策
統
括
官

　

☎
03
ー
５
２
５
３
ー
２
１
１
１

平
成
21
年
度
釧
路
短
期
大

学
後
期
科
目
等
履
修
生
・

聴
講
生
の
募
集
に
つ
い
て

　

釧
路
短
期
大
学
で
は
、
大
学
の

授
業
科
目
を
社
会
人
の
方
に
開
放

し
て
い
ま
す
。
科
目
等
履
修
生
は

大
学
の
単
位
を
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
短
大
卒
以
上
で
条
件
が

揃
え
ば
、
図
書
館
司
書
、
幼
稚
園

教
諭
、
保
育
士
等
の
免
許
や
資
格

取
得
も
可
能
で
す
。

　

選
考
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

⑴　

選
考
方
法

　
　

い
ず
れ
も
書
類
選
考

⑵　

定
員　

若
干
名

⑶　

申
し
込
み
方
法

　
　

所
定
の
志
願
票
に
必
要
事
項

　
　

を
記
入
の
上
、
10
月
２
日
ま

　
　

で
に
郵
送
ま
た
は
持
参
で
釧

　
　

路
短
期
大
学
ま
で
提
出

【
お
問
合
せ
先
】

　

釧
路
短
期
大
学
教
務
・
学
生
課

　

☎
41
―

０
１
３
１

釧
路
短
期
大
学
公
開
講
座

に
つ
い
て

　

釧
路
短
期
大
学
で
は
、
次
の
日

程
等
に
よ
り
公
開
講
座
を
開
講
し

ま
す
。（
リ
カ
レ
ン
ト
講
座
・
幼

児
教
育
）

⑴　

テ
ー
マ

　

「
生
き
づ
ら
さ
の
時
代
の
子
育

て
・
保
育
を
考
え
る
」

⑵　

日
時　

９
月
５
日

 　

13
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

⑶　

会
場

　
　

釧
路
短
期
大
学
講
義
室

⑷　

講
師　

　
　

中
西
新
太
郎
氏
（
横
浜
市
立

　
　

大
学
教
授
）

⑸　

定
員 

50
名
（
受
講
料
無
料
）

【
お
申
込
み
先
】

　

釧
路
短
期
大
学
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
41
―

０
１
３
１
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～９月24日～９月30日までは結核予防週間です～　

☆ 結核はどんな病気？
　○結核は、日本で重大な感染症。「過去」の病気ではありません

50年前までは年間死亡者も１０数万人、死亡原因の第1位でした。
医療や生活水準の向上により、薬を飲めば完治できる時代になりましたが、今でも１日に６
８人の新しい患者が発生し、６人が命を落としている日本最大の感染症です。

　○風邪のようで風邪じゃない病気、人から人へとうつる怖い「感染症です」
　　結核の初期症状はあまりはっきりしたものではありません。
　　早期発見が適切な治療につながります。

 こんなときはすぐ病院へ!
　　　長引く咳（２週間以上）、長引く倦怠感
　　　タンが出る（タンに血がまざる）、長引く微熱

☆ 結核はどう感染するの？
　○何より怖いのは、自分が結核と気づかず周りの人々にうつしてしまうことです。

結核とは、結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気です。重症の結核患者の咳などで結核
菌が飛び散り、周りの人がそれを直接吸い込むことで感染します。
結核に感染しても必ず発病するわけではありません。通常は免疫力により結核菌の増殖を抑え
込みます。免疫力で結核菌の増殖を抑えきれなくなると結核を発病します。早期の患者、重
症でも薬を飲み始めた患者は結核を人にうつすおそれはとても低くなります。

☆ もし結核に感染したら？
　○結核を正しく理解する事が予防への第一歩につながります。

２週間以上咳が続くようでしたら医療機関を受診しましょう。
早期発見は本人の重症化を防ぐだけではなく、大切な家族や職場等への感染の拡大を防ぐた
めにも重要です。
抵抗力の弱い赤ちゃんは、結核に感染すると重症になりやすく、生命を危ぶむこともあります。
結核を予防するために生後６ヶ月までにBCG接種を受けましょう。

長引くせきは赤信号！

咳が出たら
マスクは
常識

新型インフルエンザについて
　新型インフルエンザの感染については国内、道内でも患者が確認されております。住民の皆
様におかれましては、感染予防の励行と正しい情報に基づいた冷静な対応をお願いいたします。

○８月10日から新型インフルエンザの対応が変わります（道内保健所管内）
　これまで、発熱等の症状がある方は、まず保健所の「発熱相談センター」に電話をし、「発熱外来」
の受診をお願いしていましたが、これからは直接、かかりつけ医または最寄の医療機関を受診
できるようになりました。
受診に当たっては、次のことに注意してください。
●受診の時にはマスクを着用し、受付でインフルエンザのような症状があることを申し出てく
　ださい。
●できるだけ、公共交通機関を利用せず、自家用車で行くなどしてください。
　（公共交通機関を利用する場合は必ずマスクを着用してください）



鶴居村ふるさと情報館

みなくる図書室だより

みなくる図書室みなくる図書室

●開館時間●開館時間

　10：00～18：30　10：00～18：30

●休 館 日●休 館 日

　９月の休館日は、９月２９日（火）です。　９月の休館日は、９月２９日（火）です。

●貸し出し●貸し出し

　【本・雑誌・紙芝居】　【本・雑誌・紙芝居】

　２週間（１人５冊まで）　２週間（１人５冊まで）

　【ＣＤ・ＶＴＲ】　【ＣＤ・ＶＴＲ】

　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）　１週間（ＣＤ３点、ＶＴＲ２点まで）

～お知らせ～
○9月の休館日は、9月29日（火曜日）です。

11　平成21年９月号

農家が教える加工・
保存・貯蔵の知恵
野菜・山菜・果物を長く楽
しむ
　　　農山漁村文化協会

　干し野菜、りんご乾燥法、
山菜干しなど、太陽、寒さ、
雪、土やわらなどの自然力
を活かすコツ、さらには冷
凍・冷蔵庫活用術、加工方
法、保存、貯蔵の原理など
食べ物を長く楽しむ農家の
知恵が満載の１冊。

ノエル先生と
しあわせのクーポン
シュジー ･モルゲンステルン 著

　シャルルたちの新担任、
ノエル先生は太ったおじい
いさん。しかも不思議な
クーポン券を配り始めた。
ねぼうする券、学校を１日
サボる券、ちこくする券…。
戸惑いながらもだんだんと
楽しくなってくるシャルル
たちだったが…。
　人生を楽しむことの大切
さを教えてくれる１冊。

ラブリー・ボーン
　アリス・シーボルト 著
　
　１４歳の少女スージー
は、レイプされた上に殺害
された。天国から事件後の
家族や友人たちの生活を見
守り、犯人のその後も追っ
ていく…。なんでも願いが
叶う天国にいても、いちば
んの願いは叶わない。せつ
なくもファンタジックな物
語。２０１０年春日本公開
予定の映画原作、待望の新
訳版。

４つのノーベル賞
発想の源泉・努力の軌跡
　　　ＮＨＫ取材班 著

　
　２００８年１０月、日本
が誇る４人の科学者がノー
ベル賞を同時受賞した。彼
等はいかなる研究をし、い
かにして偉業を成し遂げた
のか。難解な受賞理由もわ
かりやすく解説するととも
に、受賞者一人ひとりのユ
ニークな発想の源とその素
顔を明らかにする。

１Ｑ８４
ＢＯＯＫ１（４月ー６月）
　　　　　村上　春樹 著
　「こうであったかもしれ
ない」過去が、その暗い鏡
に浮かび上がらせるのは、
「そうではなかったかもし
れない」現在の姿だ…。心
から一歩も外に出ないもの
ごとは、そこに別の世界を
作り上げていく…。話題の
村上春樹書き下ろし最新長
編小説。ＢＯＯＫ２（７月ー
９月）も図書室にあります。

すごいぞ日本人！
続・海を渡ったご先祖様たち
　　　　　熊田　忠雄　著

　すごいぞ、ご先祖様。明
治時代、アルゼンチンには
日本人のＳＬ運転士がいた
…。「日本へ帰りたい」と
望郷の念に駆られながら
も、日本人の誇りを忘れず、
海の彼方でしたたかに生き
た、幕末・明治の日本人た
ち。痛快歴史読み物の好評
第２弾登場。



　このコーナーでは、「あの日、あの時」と題し、これまでに発行された「広報つるい」を取り上げ、村の歩みを振り返っ
てみたいと思います。
　今回は、毎年９月に実施されている「駅伝競走」についての記事を見てみます。
　数ある村の行事の中でも伝統のある「駅伝競走」は、1962年（昭和37年）に第１回大会が行われ、今年で48回目を迎えます。
当初は数チームでスタートしましたが、広報からわかるように年々参加チームが増え、多い年には一般女子や中学男女のチー
ムも入れて30チームを超えたこともありました。
　大会の草創期から、出場チームが30前後になった頃の第30回大会までの熱き戦いを振り返ってみましょう。
　今年も９月13日（日）に大会が開催されますので、時代は変わっても力走する選手たちへの応援をお願いします。

「広報つるい」の表紙を飾った第８回大会
この年は、６チームの出場により、30.3㎞の走路で開催されました。
優勝は１時間52分32秒で上幌呂一般チームでした。

（1969年（昭和44年）10月号より）

　10回目を迎えた駅伝競走の様子です。
　この年から、鶴居中学校が参加し、合計12チームとなって
います。道路工事のためにコース変更がなされ、距離は28.3
㎞と短縮されましたが、１時間39分７秒で農友会が優勝しま
した。（1971年（昭和46年）10月号より）

　第20回大会の様子です。この年から一般の部と中学生の部
に分かれましたが、合計で32チームが出場し、村民挙げての
大会となりました。各チームとも日夜を問わない練習の結果、
タイムが縮まり、１時間38分55秒で幌呂走友会Ａチームが優
勝しました。また、オープン参加で村外から釧路陸友会と白糠
中学校が参加しました。（1981年（昭和56年）10月号より）

　第30回大会には28チームが参加しています。
　この年は、支雪裡・中久著呂連合（支・中連合）Ａチームが、１時
間47分42秒で優勝しています。
　この年は、1962年（昭和37年）の第１回大会から連続で30回出
場された伊藤幸明さん、松本芳晴さんが30年表彰を受けています。
なお、松本さんは10年後の第40回大会でも40年表彰を受けてい
ます。（1991年（平成３年）10月号より）

平成21年９月号　12

　第12回大会では、２年前に初出場した鶴居中学校が一般チー
ムを破り優勝しています。（1973年（昭和48年）10月号より）



　このコーナーでは、鶴居村の小学校
３校、中学校２校が発行している「学校
だより」から、各学校の情報をお伝えし
ます。
　今回は「下幌呂小学校」です。

13　平成21年９月号

校長　吉　川　　　修　　
　ようやく晴れました。それは、子ども達が一年間を通じ
て楽しみなことの上位にランクされる７月１６日と１７日
に実施した『全校キャンプ』です。
　この全校キャンプには、今年、本校の重点としている
“働く” ことが盛りだくさんの行事でした。今年は、家に戻
らず、キャンプの開村式前に、先日の新聞でも報道された『タ
ンチョウえさ作りプロジェクト』の２回目となる雑草取り
を現地に行って、ひと働きしてきました。大変暑い中でし
たが、デントコーンの成長を確認し、全児童、教職員が雑
草取りに心地よい汗を流しました。自分が蒔いたデントコー
ンを踏まないように気をつけながら、そして、デントコー
ンに土の栄養分がしっかりいくことを願いながら黙々と雑
草を取っていました。最後に立派な看板の除幕式を実施し、
みんな笑顔の記念撮影で終了。
機会があれば、保護者の皆様も
お子様とデントコーンの成長や
看板をご覧いただければと思い
ます。( 鹿進入防止の電撃柵が
張り巡らされておりますのでご
注意を！ )
　キャンプでは、テント張り・
食事作り・後片付けなど異学年で仲良く協力してみんな良
く働きました。その働きぶりが夜の熟睡につながり、大変、
おりこうさんでした。実行委員会の皆さんが作ったスロー
ガンや各学年の目標を意識しながら、子ども達の大きな成
長が見られる充実した思い出多い ｢ タンチョウえさ作りＰ ｣
と ｢ 全校キャンプ ｣ となりました。子ども達の様子を観に
来ていただいたり、いろいろとお気遣いいだたくなど、あ
りがとうございました。
　さて、２５日から待望の夏休みが始まりますが、事故の
ない有意義な夏休みになることを願っております。ここで、
保護者の皆様にお願いが２つあります。新型インフルエン
ザの報道が続いており、道内でも感染者が発生しているこ
とから、夏休み中の「うがい、手洗い、咳エチケット」に
心がけるよう声かけをお願いいたします。万が一感染して
しまったら、必ず学校へご連絡下さい。２つ目は、終業式
にも子ども達に話しましたが、勉強や夏休みにしかできな
い様々な体験はもちろんのこと、普段やっているお手伝い
の他、新たな家庭での役割を考えさせて “働く” ことを継続
させていただきたいと思います。よろしくお願いいたしま
す。
　最後になりましたが、平成２１年度、前期前半の教育活
動に対しまして、保護者・地域の皆様や教育関係者の皆様
の温かいご支援に心より感謝申し上げます。

　１６日(木)・１７日(金)に「チャレンジ！協力！そして安

全!!」をテーマに，全校キャンプが行われました。前日までの

雨があがり，当日は晴れて暖かくなり，３年ぶりにグランド

にテントを張り，予定通りの日程で行うことができました。

　テント設営や食事の準備など，高学年が積極的に取り組み，

低学年もできる範囲で手伝うとともに，班で協力し合って作

業を進めていました。夕食では，自分たちで苦労して料理し

た食事の味は格別で，おいしそうにおかわりをし，満足した

様子でした。

　外でのキャンプファイヤー（歌を歌ったり，ジェンカを踊っ

たり）や花火，校舎内も使ってのナイトハイキングや肝試しも

大いに盛り上がりました。

　このキャンプを通して，しっか

りと話し合って計画し，協力しな

がら自主的に，そして安全に取り

組むなど，成長した姿が見られま

した。

※　差し入れをしていただいた愛

　さん，青木さん，阿部(重)さん，阿部(義)さん，白取さん，

　鳴川さん，早川さん，どうも有り難うございました。

　２１日 ( 火 ) に５・６年生とのび

のび学級で，北海道埋蔵文化財セン

ターが行っている遺跡発掘（鶴居村

下幌呂１）現場を見学しました。

　当日は霧雨状態でしたが，現場見

学だけでなく実際に発掘作業もさせ

てもらいました。シャベルや手を

使って，ゆっくりていねいに土を取り除いていくと，３人が

土器の一部を発見することができました。

　子どもたちにとって，宝探しの気持ちで，歴史の一端に触

れられたことは，とても意義深い体験になりました。

　６月２９日（月），２年生女子の大坂梨紗 （お
おさかりさ）さんが東京 から
転入して，新しいお友達が増
えました。しかし，５年生の
加藤祐希君が，今日をもって

川湯小へ転出しました。お元気で！
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●「針穴写真講座」
【日時】　９月５日(土)10:00～15:00
【場所】　塘路湖エコミュージアムセンター
【定員及び参加料】　８名　500円
【お申込み先】　塘路湖エコミュージア
ムセンター（☎015-487-3003）

●「初秋の湿原花ハイク」
【日時】　９月６日(日) 10:00～12:00
【場所】　温根内ビジターセンター
【定員及び参加料】　15名　無料
【お申込み先】　温根内ビジターセンター
　　　　　　　（☎65-2323）
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起業化支援事業補助金
申請受付中です！

　村では、村内で新たな事業を起こ
そうとされる方や新たな事業分野へ
の進出を目指す方への補助制度を設
けています。
　事業の内容等、随時ご相談を受付
けておりますので、お気軽にご相談
ください。

【ご連絡先】役場産業課商工観光係
 ☎６４－２１１４
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　９月 23 日（水曜日）、茂雪裡川河畔特設会場において、鶴居村
ふるさとまつりが開催されます。
　秋の味覚コーナーや体験コーナーが満載です！
　イベント内容（予定）は次のとおりです。

１０：００～　鶴居中学校ブラスバンド演奏
１０：１５～　鶴居小学校丹頂ソーラン演舞
１０：３０～　アキアジつかみどり大会
１１：００～　開会式
１１：１５～　大当たり抽選会抽選券配布
１１：１５～　やまべ釣りコーナー開設
１１：３０～　ステージゲーム
１２：００～　ステージイベント
１３：００～　鶴居村女性団体連絡協議会「鶴居音頭」
１３：１５～　牧草ロール転がし競争
１４：１５～　牧草ロール御輿練歩き、餅まき
１４：３０～　大当たり抽選会
　このほか、午前 10 時以降、会場内では各種出店や牛乳試飲コー
ナー、動物ふれあいコーナーやミニ動物園、各種農産物の販売コー
ナーなど多くのブースが設けられる予定です。
　秋の鶴居村を満喫できますのでぜひご来場ください。
お問合せ先　鶴居村ふるさとまつり実行委員会
　　　　　（事務局 役場産業課商工観光係　☎６４－２１１４）

俳句



鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ
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☎ 64-2620 ／ FAX 64-2239

http://www.wbsj.org/sanctuary/tsurui/

15　平成21年９月号

　

　タンチョウってどんな鳥　④　～タンチョウの暮らしについて～

　日本のタンチョウは１年を通じて、そのほとんどを北海道東部で暮らしていま

す。しかし、季節によって移動をしたり、違った行動を見せたりします。今回は、

タンチョウたちの越冬地での暮らしを紹介します。

■ねぐらと給餌場

　越冬地にやってきたタンチョウは、給餌場の周辺にある厳冬期でも凍らない川

をねぐらとして、そこで夜をすごします。朝は日の出前後から活動を開始し、給

餌場などで餌を食べたり休憩したりしてい

ます。そして夕方になると、次々にまた川

のねぐらにもどっていきます。

　鶴居村の雪裡川などでねぐらをとるタン

チョウの数は冬の間変化をします。11月

上旬の100羽前後から増えていき、２月上

旬には400羽を超える数まで増えてきます。

また、鶴居村と阿寒のねぐらを時期によっ

て使い分けるものもいます。

　タンチョウは、基本的には家族単位で行

動します。したがって、たくさんのタンチョ

ウが同じ場所に集まっていても、観察していると、家族単位で行動していること

がわかります。

　また、脚に着けられた標識（黄色いリング）を観察していると給餌場の中でも、

家族によって好みの場所があるように感じられます。気の弱い若鳥はすみの方の

いつもの定位置にいたりと、冬の間中観察を続けるといろいろとわかってきます。

■繁殖準備と子別れ

　年が明けるともっとも朝晩の冷えこみが厳しくなるため、タンチョウの活動開

始も遅くなります。朝は９時前後から、徐々にタンチョウが給餌場にやってくる

ようになります。

　２月になると、つがいのオスとメスは繁

殖の準備をはじめます。白く染まった給餌

場のあちこちで、「コーカッカッ」という

鳴き声が響き渡ります。よく観察してみる

と１羽が「コー」と鳴くともう１羽が「カッ

カッ」と鳴いているのに気付きます。これ

を「鳴き合い」と言い、最初に鳴いたのが

雄で雌がそれに応えています。そのほかに

も雌雄が向き合って翼を広げたり飛び上

がったり、腰を屈めたりして優雅に舞う「求

愛のダンス」が繰り広げられます。

　３月ごろから交尾行動が見られるようになります。また、親鳥が幼鳥を追い払

う行動も見られるようになります。これは一般的に「子別れ」と呼ばれる行動で、

幼鳥を独り立ちさせるための行動です。

■繁殖地へ

　子別れを済ませたつがいは、繁殖のために湿原への移動をはじめます。３月中

旬には、つがいのタンチョウは給餌場ではほとんど見られなくなります。

　親鳥と別れた幼鳥は、幼鳥どうしでグループをつくり、群れで行動するように

なります。４月上旬くらいまでは、幼鳥を中心とした群れを給餌場で見ることが

できます。中には、親鳥とともに繁殖地に移動する幼鳥もいますが親鳥がなわば

りをつくるころまでには、子別れを済ますようです。

ねぐらで過ごすタンチョウたち

優雅に舞うタンチョウ



７月末
住民登録人口

※「赤丸」は、平成20年10月7日に新たに加盟した町村です。

❶ 北海道　美瑛町［事務局］

❷ 北海道　赤井川村

❸ 山形県　大蔵村

❹ 岐阜県　白川村

❺ 長野県　大鹿村

❻ 徳島県　上勝町

❼ 熊本県　南小国町

❽ 宮崎県　高原町

❾ 長野県　木曽町開田高原

10 北海道　標津町

11 岐阜県　下呂市馬瀬

12 北海道　鶴居村

13 北海道　京極町

14 山形県　飯豊町

15 長野県　中川村

16 長野県　南木曽町

17 京都府　伊根町

18 高知県　馬路村

「日本で最も美しい村」連合
加盟町村をご紹介します！

■人口
総数 2,570 人
（前月比 ＋ 4人）
昨年同期は 2,583 人で、対前年
比較は－ 13人です。

男 1,281 人（前月比＋ 2人）
女 1,289 人（前月比＋ 2人）

■世帯数
 1,030 戸（前月比－ 1戸）

　７月中旬から８月にかけて全国各地で豪雨による土

砂崩れや河川の氾濫、また駿河湾を震源とする静岡地

方の地震など、天災が深くその爪痕を残しました。

　今から 86 年前の 1923 年（大正 12 年）９月１日、未

曾有の被害をもたらした「関東大震災」が発生しまし

たが、その時期に合わせ、８月 30 日から９月５日まで

が「防災週間」となっていますので、皆様も災害に対

する備えをもう一度点検されてはいかがでしょうか。

　ここにきて秋風が吹き始め、イベント等で楽しかっ

た夏も過ぎ去ろうとしています。

　これからは「味覚の秋」に期待しましょう（Ｋ）

⑪岐阜県 下呂市馬瀬（げろしまぜ）

　下呂市馬瀬地域は、岐阜県のほぼ中央に位置し、

馬瀬地域の中央を２８ｋｍにわたって貫流する馬

瀬川は、鮎釣りに年間５万人が訪れる全国有数の

釣り場です。

　淵や瀬、巨岩などの多様な変化と四季を彩る川

岸の景観が魅力的で、また周辺の山並みや民家な

ど、静かな佇まいの美しい里は日本の原風景です。

お問合せ先 下呂市馬瀬振興事務所

(TEL 0576-47-2111)

〒509-2612 岐阜県下呂市馬瀬名丸４０６ 

http://www.mazegawa.com/
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